
は
じ
め
に

　

地
方
鉄
道
や
路
線
バ
ス
な
ど
の
地
域
公
共
交

通
は
、地
域
の
社
会
経
済
活
動
に
不
可
欠
な
基
盤

で
あ
る
と
同
時
に
一
人
ひ
と
り
の
生
き
生
き
と
し

た
活
動
の
場
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。人
口
減
少
や
少
子
化
、マ
イ
カ
ー
利
用
の
普
及

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
に
よ
る
長
期
的
な

需
要
減
に
よ
り
、多
く
の
交
通
事
業
者
の
経
営
は

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。加
え
て
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
一
気
に
10
年
以
上
、時
が
進
ん
だ
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
極
め
て
深
刻
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、公
共
交
通
の
社
会
的
価
値
に
つ
い

て
改
め
て
確
認
し
た
う
え
で
、規
制
緩
和
以
降
の

公
共
交
通
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て
概
観
し
、今

後
の
公
共
交
通
の
方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。

公
共
交
通
の
社
会
的
価
値

　

交
通
は
英
語
で〝
t
r
a
n
s
p
o
r
t
〞で
あ
り
、

二
つ
の
モ
ノ
の
間
を
示
す〝
t
r
a
n
s
〞と
運
ぶ
、つ

な
ぐ
を
意
味
す
る〝
p
o
r
t
〞か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。こ
の
原
意
か
ら
考
え
る
と
、交
通
に
は
、場

所
と
場
所
を
つ
な
ぐ
、人
と
場
所
を
つ
な
ぐ
、人
と

人
を
つ
な
ぐ
の
3
種
類
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
と

考
え
う
る
。

　

多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
と
場
所
を
大
量
輸

送
機
関
で
あ
る
公
共
交
通
で
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
っ

て
、自
動
車
と
比
べ
て
効
率
的
に
人
を
運
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
、道
路
混
雑
の
解
消

や
二
酸
化
炭
素
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
防

止
等
の
環
境
改
善
が
期
待
で
き
る
。こ
の
役
割
は
、

大
量
輸
送
機
関
と
い
う
特
性
か
ら
、日
本
で
は
民

間
の
交
通
事
業
者
が
担
っ
て
き
た
。

　

需
要
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、自
動
車
に
よ
る

移
動
手
段
を
も
た
な
い
人
が
ど
こ
か
の
場
所
に
移

動
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
叶
え
る
た
め
に
は
、

病
院
へ
の
通
院
、ス
ー
パ
ー
等
へ
の
買
い
物
、学
校
へ

の
通
学
な
ど
の
手
段
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
所
に
よ
っ
て
は
少
な
い
需
要
に
対

し
て
も
民
間
交
通
事
業
者
が
主
要
路
線
の
黒
字

を
ま
わ
す
こ
と
で
人
と
場
所
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担
っ
て
き
た
が
、収
益
の
悪
化
に
伴
い
、市
町
村
な

ど
地
方
公
共
団
体
の
役
割
が
近
年
、増
大
し
て
い

る
。

　

ま
た
公
共
交
通
は
自
動
車
な
ど
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
交
通
手
段
と
異
な
り
、見
知
ら
ぬ
他
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
に
開
か
れ
て
お
り
、社

会
の
個
別
化
傾
向
が
強
ま
る
な
か
、貴
重
な
公
共

空
間
を
提
供
し
て
い
る
。地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
に
資
す
る
と
と
も
に
、公
民
的
資
質
の
涵か

ん
よ
う養

と
い
う
点
で
児
童
、生
徒
の
教
育
の
場
と
し
て
も

機
能
し
て
い
る
。小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
で
も

交
通
を
扱
っ
た
単
元
は
、小
学
校
の
１
・
２
年
生
の

生
活
科
か
ら
６
年
生
の
社
会
科
ま
で
切
れ
目
な

く
設
定
さ
れ
て
い
る
※
１
。

　

こ
う
し
た
公
共
交
通
の
多
面
的
な
社
会
的
価

値
の
定
量
的
評
価
に
関
し
て「
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
」が
注
目
さ
れ
て
き
た
。ク
ロ
ス
セ
ク

タ
ー
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
は
1
9
8
5
年
頃
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
使
わ
れ
始
め
た
言
葉
で
、「
あ
る
部
門
で

取
ら
れ
た（
し
ば
し
ば
出
費
を
伴
う
）行
動
が
、他

部
門
に
利
益
を
も
た
ら
す（
し
ば
し
ば
節
約
と
な

る
）」を
意
味
し
て
い
る
。日
本
で
も
近
年
、公
共
交

通
に
関
す
る
実
践
的
な
研
究
が
進
み
、公
共
交
通

が
関
係
す
る
分
野
は
医
療
、福
祉
、商
業
、交
通
安

全
、教
育
、総
務
、観
光
、ま
ち
づ
く
り
、建
設
、環

境
、防
災
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
広
範
な
分
野

で
の
公
共
交
通
の
役
割
が
存
在
す
る（
表
-1
）。こ

う
し
た
各
分
野
で
公
共
交
通
が
な
く
な
っ
た
場
合

に
必
要
と
な
る
対
策
に
必
要
な
額
を
推
計
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、行
政
補
助
の
妥
当
性
を
赤
字
補
填

額
で
は
な
く
、社
会
全
体
に
及
ぼ
す
分
野
横
断
的

な
影
響
の
観
点
か
ら
定
量
的
に
検
証
す
る
こ
と
が

愛
媛
大
学
社
会
共
創
学
部 

教
授　

松
村　

暢
彦

地
域
公
共
交
通
と
ま
ち
づ
く
り
の
共
創
に
向
け
て

地
域
公
共
交
通
と
ま
ち
づ
く
り
の
共
創
に
向
け
て
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で
き
る
※
２
。国
土
交
通
省
も
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
る

の
で
参
考
に
し
て
ほ
し
い
※
３
。

地
域
公
共
交
通
を
巡
る
こ
れ
ま
で
の
流
れ

　

地
域
公
共
交
通
を
支
え
る
乗
合
バ
ス
に
つ
い
て

は
、2
0
0
2
年
の
規
制
緩
和
以
前
は
基
本
的
に

バ
ス
会
社
の
黒
字
路
線
の
収
益
で
不
採
算
路
線
を

維
持
す
る
と
い
う
内
部
補
助
の
考
え
方
が
適
用

さ
れ
て
い
た
。規
制
緩
和
以
降
は
、国
の
補
助
対

象
が
複
数
市
区
町
村
に
ま
た
が
る
広
域
的
、幹
線

的
な
路
線
に
限
定
さ
れ
た
結
果
、補
助
対
象
路
線

が
半
分
以
下
に
減
少
し
た
た
め
、都
道
府
県
や
市

町
村
は
独
自
に
補
助
制
度
を
設
け
て
国
の
補
助

対
象
か
ら
も
れ
た
路
線
に
つ
い
て
も
維
持
支
援
を

行
っ
て
き
て
い
る
。

　

規
制
緩
和
に
伴
っ
て
自
治
体
の
裁
量
拡
大
が
可

能
に
な
り
、市
町
村
合
併
に
伴
っ
た
路
線
新
設
や

デ
マ
ン
ド
バ
ス
な
ど
の
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
が

登
場
し
、全
国
的
に
N
P
O
や
住
民
組
織
な
ど
自

治
体
以
外
の
担
い
手
に
よ
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

が
生
ま
れ
た
。こ
う
し
た
多
様
な
地
域
の
実
情
や

住
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

を
協
議
す
る
場
の
必
要
が
生
じ
、2
0
0
6
年
に

道
路
運
送
法
が
改
正
さ
れ
て
、都
道
府
県
に
設
置

さ
れ
た「
地
域
協
議
会
」か
ら
よ
り
住
民
に
近
い

市
区
町
村
が
主
催
者
と
な
る「
地
域
公
共
交
通
会

議
」に
変
わ
っ
た
。

　

地
域
公
共
交
通
会
議
は
、関
係
者
の
参
加
義
務

が
な
い
こ
と
や
、決
定
事
項
に
つ
い
て
法
的
拘
束

力
が
な
い
こ
と
、財
源
措
置
が
伴
わ
な
い
こ
と
な

ど
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、2
0
0
7
年
に

施
行
さ
れ
た「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再

生
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、多
様
な
モ
ー
ド
を
含

ん
だ
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定
す

る
法
定
協
議
会
が
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
法
律
に
各
主
体
の
役
割
が
明
文
化
さ
れ
、市

町
村
の
役
割
と
し
て「
市
町
村
は
、公
共
交
通
事

業
者
等
そ
の
他
の
関
係
者
と
協
力
し
、相
互
に
密

接
な
連
携
を
図
り
つ
つ
主
体
的
に
地
域
公
共
交
通

の
活
性
化
及
び
再
生
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
示
さ
れ
て
い
る
。基
本
的

は
現
在
ま
で
の
こ
の
指
針
の
も
と
で
地
域
公
共
交

通
を
巡
る
様
々
な
施
策
が
立
案
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、政
権
交
代
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
の

影
響
が
あ
り
、地
域
公
共
交
通
の
動
き
は
低
調
で

あ
っ
た
が
、2
0
1
3
年
に「
交
通
政
策
基
本
法
」

が
成
立
し
、そ
れ
に
伴
い
、地
域
公
共
交
通
の
活

性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
が
2
0
1
4
年

に
改
正
さ
れ
、多
様
な
モ
ー
ド
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
総
合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、地
域
戦

略
と
の
一
体
化
な
ど
が
追
加
さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
っ

て
、明
示
的
に
地
域
公
共
交
通
と
ま
ち
づ
く
り
と

の
連
携
が
は
か
ら
れ
、「
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」の
策
定
と
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
相
当

す
る「
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
」の
策
定

が
可
能
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、全
国
で
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

の
策
定
が
進
み
、2
0
2
0
年
に
は
、自
家
用
有

償
旅
客
運
送
、福
祉
輸
送
な
ど
地
域
の
多
様
な
輸

送
資
源
を
位
置
づ
け
、地
域
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
き

め
細
か
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
を
改
正
し
た
。

　

さ
ら
に
、公
共
交
通
の
多
様
な
社
会
的
価
値
に

着
目
し
て
、交
通
を
地
域
の
暮
ら
し
と
一
体
と
し

て
捉
え
、複
数
の
主
体
が
連
携
し
て
行
う
取
り
組

み
と
し
て
2
0
2
2
年
に
地
域
交
通
共
創
モ
デ

注）参考文献※ 2から筆者が作表

分野 公共交通がなくなった場合に必要となってくる各分野の対策 公共交通の役割・効果

医療
病院までの送迎サービス事業・医師による往診 通院手段、家族の送迎負担軽減
医療費の増大対策 外出することによる健康増進

商業 日用品の訪問販売 スーパー等への買い物手段

教育 スクールバスの運行、市外学校への通学断念、市外学校近くでの
居住による人口流出対策 学校への通学手段

観光 観光地やイベント会議への送迎バス運行 観光地やイベント会場への移動手段、地域の魅力創出
建設 道路混雑等に対応した道路整備 輸送密度の高い交通手段（道路負荷の低減）
防災 災害時における市民の移動手段の調達 災害時における移動手段

福祉
タクシー券配布や福祉有償運送等の拡充 クルマを利用しづらい高齢者の外出手段
さらなる介護予防事業 外出することによる介護予防

交通安全 増加する交通事故対応、高齢者ドライバーのさらなる安全教育 交通事故の低減
総務 企業近くでの居住による人口流出対策 企業への通勤手段

まちづくり 土地の価値低下等による税収減少対策、バスもない地域というマイナスイメージを払しょくする対策
交通施設周辺地位の活性化、地域のブランド価値の
維持・向上

環境 自動車増加対策としてのさらなる温室効果ガス削減対策 環境負荷の低減
コミュニティ 孤独感の増加対策としての地域コミュニティの強化、外出支援策の実施 コミュニケーションの増加

表-1　クロスセクターベネフィットの視点からみる公共交通が生み出す価値
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ル
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
設
立
さ
れ
た
。今
後
、県

内
に
お
い
て
も「
交
通
×
〇
〇（
医
療
、介
護
、エ
ネ

ル
ギ
ー
、住
宅
、教
育
、農
業
な
ど
）」の
取
り
組
み

が
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

2
0
2
3
年
度
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
地

域
公
共
交
通
再
構
築
調
査
事
業
」で
、国
が
ロ
ー
カ

ル
鉄
道
の
再
構
築
協
議
会
の
設
置
や
調
査
・
実
証

事
業
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。２
０
２
４

年
に
芸
備
線
再
構
築
協
議
会
の
開
催
が
中
国
運
輸

局
か
ら
発
表
さ
れ
て
お
り
、持
続
可
能
な
地
域
交

通
の
確
保
に
向
け
て
動
向
を
注
目
し
て
い
き
た
い
。

地
域
公
共
交
通
と
ま
ち
づ
く
り
の
共
創

　

規
制
緩
和
後
に
国
の
補
助
事
業
は「
地
域
公
共

交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
」と
し
て
個
別
の
補
助

制
度
を
ま
と
め
て
一
本
化
し
、国
の
役
割
は
広
域

的
、幹
線
的
な
路
線
の
維
持
改
善
に
絞
ら
れ
、都
道

府
県
内
の
地
域
間
の
幹
線
路
線
は
都
道
府
県
が
、

市
町
内
の
幹
線
と
フ
ィ
ー
ダ
ー
路
線
は
市
町
が
主

要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
。今
後

も
こ
の
役
割
分
担
の
変
化
は
考
え
に
く
い
が
、地
方

鉄
道
の
再
構
築
に
関
し
て
は
し
ば
ら
く
の
間
、様
々

な
動
き
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
動
き
に
乗

り
遅
れ
る
こ
と
な
く
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。そ
う
で
な
け
れ
ば
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
に
よ
る
経
済
活
性
化
の
期
待
に
対

し
て
残
念
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
い
な
い

（
使
え
な
い
）地
域
公
共
交
通
の
地
域
は
行
先
に

選
択
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、散
発
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
取
り
組
み
に
終
始
す
る
危
険
性
が
高
い
。

　

市
町
が
主
要
な
役
割
を
担
う
フ
ィ
ー
ダ
ー
路
線

は
、高
齢
者
等
の
移
動
手
段
の
確
保
が
重
要
な
政

策
課
題
と
な
り
続
け
て
い
る
。こ
れ
ま
で
も
自
家

用
有
償
旅
客
運
送
な
ど
の
方
法
が
と
ら
れ
て
き
た

が
、交
通
と
福
祉
が
重
な
る
現
場
に
お
い
て
は
、住

民
互
助
に
よ
る
道
路
運
送
法
上
の「
許
可
・
登
録
を

要
し
な
い
輸
送
」や
、介
護
保
険
制
度
の
う
ち
市
町

村
の
実
施
す
る「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
」の
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
類

型（
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
D
）を
活
用
す
る
な
ど
様
々

な
手
段
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
※
４
。社
会
と
の

多
様
な
つ
な
が
り
が
あ
る
人
は
認
知
症
発
症
リ
ス

ク
が
半
減
す
る
な
ど
介
護
予
防
の
効
果
が
報
告
さ

れ
※
５
、定
年
退
職
後
の
活
躍
の
場
、生
き
が
い
づ

く
り
と
し
て
フ
レ
イ
ル
防
止
の
効
果
も
期
待
さ
れ

て
い
る
。住
民
互
助
で
移
動
支
援
に
取
り
組
む
地

域
が
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、ぜ
ひ
、

必
要
に
応
じ
て
運
輸
支
局
等
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
稿
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合

上
、割
愛
せ
ざ
る
得
な
か
っ
た

が
、路
線
維
持
と
利
用
促
進
は

地
域
公
共
交
通
政
策
の
両
輪

と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

利
用
促
進
に
つ
い
て
は
モ
ビ
リ

テ
ィ・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
事
例
が

日
本
モ
ビ
リ
テ
ィ・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
会
議
に
て
毎
年
報
告
、蓄
積

さ
れ
て
お
り
、地
方
部
に
お
い
て

も
効
果
的
な
方
法
が
提
案
さ
れ

て
い
る
※
６
。

　

地
域
の
公
共
交
通
の
維
持
・

改
善
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
共
創

に
は
市
町
が
主
体
的
に
関
わ
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。こ
れ
は
法

律
で
市
町
村
の
役
割
が
定
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、市
町
が
地
域
の
実
情

を
も
っ
と
も
把
握
し
、地
域
の

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
責
任
を

負
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

予
土
線
存
続
や
坊
っ
ち
ゃ
ん
列

車
の
運
行
な
ど
愛
媛
県
内
の
公

共
交
通
が
注
目
を
浴
び
て
い
る

今
こ
そ
、ま
ち
づ
く
り
と
連
携

し
た
地
域
公
共
交
通
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
市
町
、県
、交
通
事
業

者
、住
民
、専
門
家
に
よ
る
共
創

で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

年 内容
2002 道路運送法の改正（乗合バス及びタクシー事業の需給調整規制の廃止等）
2006 道路運送法の改正（市区町村が主催者となる地域公共交通会議の設置等）

2007「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」制定（各主体の役割を明文化、地域公共交通総合連携計画の策定等）
2013「交通政策基本法」制定

2014
「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の改正（まちづく
りと連携し、面的な公共交通ネットワークを再構築→地域公共交
通網形成計画，地域公共交通再編実施計画の策定等）

2020
「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の改正（地域公共
交通計画（マスタープラン）努力義務化、地域公共交通利便増進事
業（改正前：地域公共交通再編事業）の策定、地域の多様な輸送資源
（自家用有償旅客運送、福祉輸送、スクールバス等）を位置付け等）

2022
地域交通共創モデル実証プロジェクト（他分野、官民・交通事業者
間の共創による交通プロジェクトを支援、地域交通・まちづくり人
材の育成支援）

2023 地域公共交通再構築調査事業（ローカル鉄道の再構築協議会設置、調査・実証事業等）

表-2　公共交通をめぐる流れ

※1 松村暢彦：交通教育－小学校における交通を題材とした学習－，交通工学，48-55，2022
※2 西村和記・土井勉・喜多秀行：社会全体の支出抑制効果から見る公共交通が生み出す価値－クロスセクターベネフィットの視点から－，土木学
会論文集D3，70(5)，809-818，2014

※3 クロスセクター効果「地域公共交通 赤字＝廃止でいいの？」（国土交通省近畿運輸局作成資料）
※4 「高齢者の移動手段を確保するための制度・事業モデルパンフレット」（国土交通省総合政策局交通政策課）
※5 齋藤哲也:認知症に及ぼす社会的関係領域とその組み合わせの影響:前向きコホート研究.Jエピデミオール地域保健,72巻,1号,pp.7-12,2018
※6 日本モビリティ・マネジメント会議
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